
「学校選択制度」と「指定校変更制度」の流れについて 

○指定校変更制度 
  （申請期間：２～３月） 
 

①制度の運用 
 「学校と自宅との通学距離」や「ご兄弟・姉妹が
いる学校への入学」を始めとする９つの許可基準
を予め定めており、保護者の申請に基づき、個別
に審査を行い、指定校の変更を許可する。 

②申請可能な学年 
 入学時だけでなく、全ての学年で、申請が可能。 

③選択が出来る範囲 
 なるべく自宅が近く、かつ申請理由を踏まえた
学校 

④根拠 学校教育法施行令第８条 

資料１２－１  

○学校選択制度 
（小学校：受付 ９月・抽選１０月） 
（中学校：受付１０月・抽選１１月） 

①制度の運用 
 理由を問わずに学校を選択することが可能。ただ
し、人気が集中した学校については、抽選により、
当落を決定する。学区域の子どもだけで受入人数
を超える学校を「選択できない学校」と指定している。 

②選択可能な学年 
  新小学校１年、新中学校１年入学時のみ 

③選択が出来る範囲 
・ 小学校・・・通学区域と隣接する区域の学校 
・ 中学校・・・区内全域の学校 

④根拠 学校教育法施行規則第３２条、新宿区立 
     学校通学区域に関する規則第３条ただし書 

 

入学 

小 学校選択票 

データ基準日 
8月初旬 

9月1日～末 
小 学校選択票 

受付期間 

10月中旬 小 抽選日 

（補欠登録） 

1月末 小 補欠繰上 

中 学校選択票

データ基準日 
9月初旬 

10月1日～末 中 学校選択票 

受付期間 

11月中旬 
中 抽選日 

（補欠登録） 

2月中旬 中 補欠繰上 

2月1日～3月末 
指定校変更 

受付期間 

4月 

 入学前の新一年生は、
保護者の申請に基づき、
２～３月に数回実施され
る「指定校変更審査会」
で審査を行う。 

 入学後の一年生及び
その他の学年は、随時、
保護者の申請に基づき、
個別に審査を行う。 

（個別審査後、順次決定） 


